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⽬的 ⾼分⼦ネットワークと基板の接着や剥離などの挙動や物性
を、粗視化MDシミュレーションにより鎖レベルで解明すること。

内容 表⾯基板の形状を河川蛇⾏曲線に基づいて構築し、粗視化
MDシミュレーションを実施した。さらに、その他の⾼分⼦物理
モデルのMDシミュレーションも実施した。

結果 基板と⾼分⼦ネットワークの相互作⽤や
温度変えて、⼀軸延伸やズリ変型下での特徴的
な振る舞いや応⼒歪関係などの物性を評価した。
Macromoleuels, 2024, in press として出版した。
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